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１．日南海岸サイクルツーリズム協議会のこれまでの検討経緯・成果
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日南海岸が有する多様な地域資源

南国宮崎を象徴する自然豊かな景観資源

• 優れた自然景勝地 (堀切峠、都井岬)、国の天然記念物 

(青島、御崎馬) 等、自然豊かな景観資源を有する

• 日南海岸きらめきラインとして日本風景街道に登録

1

神話をはじめとした歴史文化が醸成した個
性的な観光資源

• 歴史文化施設 (青島神社、鵜戸神宮等) 、歴史的魅力の
高い施設(飫肥城跡周辺等) が点在

2

サイクルツーリズムの機運の高まり

日南海岸におけるサイクリング利用拡大の
兆し

• 日南海岸でのサイクルイベントの開催

• サイクルトレイン社会実験等の利便性向上の取組

2

サイクルツーリズムの全国的な展開

• サイクリングと観光を結び付けた新たな地域振興の取組
(しまなみ海道等)

• 世界に誇りうるサイクリングルートについて国内外へ
PRを図るため、第一次ナショナルサイクルルートを指
定(R1.11指定 しまなみ海道、ビワイチ、つくば霞ヶ浦
りんりんロード)

1

東九州自動車道の開通

東九州道開通による国道220号の交通量減少

• 東九州自動車道 (清武南IC～日南北郷IC) が令和5年3月
25日に開通し、国道220号の交通量は減少傾向

1

東九州自動車道の開通 (令和5年3月25日開通)

日南海岸サイクルツーリズムによる賑わいの創出を目的とし、『日南海岸サイクルツーリズム協議会』を設立

目指すべき
将来像

自転車通行空間の整備とサポート環
境の充実(魅力あるサイクリングロー
ドのある地域)

サイクリストの増加による新たな需
要拡大

魅力再発見による新たな観光スタイ
ル創出 

(何度も訪れたくなる魅力ある地域)

⚫ 日南海岸サイクルツーリズム協議会は、日南海岸が有する多様な地域資源やサイクルツーリズムの機運の高まり、並行する東九州自
動車道の開通等を背景に、宮崎市・日南市・串間市におけるサイクルツーリズムを契機とした賑わい創出を目的として設立した。

青島神社

写真：宮崎市観光協会HP

宮崎・日南海岸ライド大会 しまなみ海道利用者数

出典：ナショナルサイクルルート
        制度検討小委員会資料写真：GREAT EARTH HP

■全車交通量
（左図①②③断面交通量）

出典：宮崎河川国道事務所記者発表資料(R6.10.4)
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１-１. 日南海岸サイクルツーリズム協議会の概要

都井岬(御崎馬)

写真：串間市観光協会

鵜戸神宮

写真：みやざき観光ナビHP
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日南海岸サイクルツーリズム協議会の組織構成、
取組みの実施主体 (平成27年度～)

日南海岸サイクルツーリズム協議会の開催経緯

⚫ 平成27年度より日南海岸サイクルツーリズムの利便性向上、賑わい創出を目的に 「日南海岸サイクルツーリズム協議会」 を開催して
おり、企画部会・整備部会を設置してソフトとハード両面から取組みを進めている。

協議会には、作業部会として企画部会、整備部会を設立し、イベント企画や施設整備の実施
により、自転車愛好家や観光客の増加、自転車の利便性向上、さらに地域交流による賑わい
の創出を図るためのソフトとハード両面から取組みを進めている。

協議会

企画部会：自治体・民間
ツーリスト受け入れ環境の充実

(ソフト施策)

①サポート環境の拡充(休憩施設)
②利便性を高める取組(休憩施設)
③憩いやくつろぎサービスの提供
④サイクルイベントの充実・拡大
⑤地域振興の新たな取組

整備部会：道路管理者
自転車通行空間の整備

(ハード施策)

①自転車通行空間の整備(矢羽根)
②サポート環境の充実(案内サイン)

宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
国土交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所
宮崎大学
日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会
道の駅なんごう、道の駅フェニックス、道の駅くしま
ひなた自転車協会
宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、串間市サイクリング協会
宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所
宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会
宮崎県警察本部

●これまでに下記内容を議論
企画部会：サイクリングルートの検討、アクションプランの作成
整備部会：自転車通行空間整備・案内サインの考え方
協議会  ：日南海岸サイクルツーリズム構想(案)

年度 開催日 協議会内容

H27年度

H27年10月30日 第1回日南海岸サイクルツーリズム協議会

H28年1月15日 第1回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

H28年2月1日 第1回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

H28年2月23日 第2回日南海岸サイクルツーリズム協議会

H28年度

H28年11月6日 社会実験(H29年3月30日まで)

H28年11月22日 第2回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

H29年1月17日 第3回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

H29年2月17日 第2回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

H29年3月22日 第3回日南海岸サイクルツーリズム協議会

H29年度

H29年12月22日 第4回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

H30年1月23日 第3回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

H30年3月26日 第4回日南海岸サイクルツーリズム協議会

H30年度

H30年9月21日 第5回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

H31年1月29日 第4回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

H31年3月20日 第6回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

R1年度
R元年7月8日 第5回日南海岸サイクルツーリズム協議会

R2年2月25日 第7回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

R2年度

R2年11月16日 第8回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

R2年11月25日 第5回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

R2年12月23日 第6回日南海岸サイクルツーリズム協議会

R3年度

R3年8月31日 第9回日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会

R3年9月2日 第6回日南海岸サイクルツーリズム協議会 整備部会

R3年9月28日～10月7日 第7回日南海岸サイクルツーリズム協議会 ※書面開催

R4年度
R4年9月1日 令和4年度日南海岸サイクルツーリズム協議会 企画部会・整備部会

R4年10月11日 第8回日南海岸サイクルツーリズム協議会

R5年度
R5年5月12日 令和5年度日南海岸サイクルツーリズム協議会 事務局会議(第1回)

R6年3月19日 令和5年度日南海岸サイクルツーリズム協議会 事務局会議(第2回)

R6年度 R7年3月19日 令和6年度日南海岸サイクルツーリズム協議会 事務局会議

R7年度 R8年2月16日 第1回日南海岸地域の道路管理検討協議会

１-１. 日南海岸サイクルツーリズム協議会の概要

3
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日南海岸サイクルツーリズム
協議会設立

受け入れ環境の充実に向けた
アクションプラン (案) の策定

アクションプランを推進

東九州自動車道開通を踏まえ
た取組推進

今後の取組方針 (案) の検討

設立目的

※協議会規約より抜粋

アクションプラン (案) の
策定目的について

※協議会規約より抜粋

R4年度を達成目標とした
アクションプランを推進

今後の取組み方針を検討

• 風光明媚な日南海岸地域を縦走する国道、県道、市道等をサイクリング

ロードと位置付け、その利用を促進させるため、イベント等の企画や

施設の整備により、自転車愛好者や観光客等の増加と利便性向上、さら

に地域との交流による賑わいの創出を図ることを目的とする

令和4年度頃の東九州道開通により見込まれる国道220号の自動車交通量

減少に備え、

• 日南海岸および周辺地域の資源を活用したサイクルツーリズムの推進

• 日南海岸サイクルツーリズムによる地域活性化

• 将来的なNCR登録を見据えた日南海岸サイクリングルートの確立の実現

に向けた具体的な取組を定めたアクションプラン策定

• HP・SNSを開設し、情報発信を開始

• ただし、令和4年度末時点で達成できていない内容もあり

• R4年度までのアクションプランにおける取組状況や、東九州自動車道

の開通を踏まえた取組計画を策定することが必要

• そのために、改めて取組目標やターゲットを設定することが必要

本日の
論点

⚫ 令和４年度末（令和５年３月）までのアクションプランが概ね完了し、令和５年度からは、これまでの取組成果・検討経緯を踏まえ、 
今後の取組方針（案）を検討し、活動を立て直すフェーズとなっている。

１-２. これまでの検討経緯・成果

• サイクルツーリズムに地域活性や防災強化などの視点を加え、日南

海岸地域の魅力向上を目指した今後の取組み方針として、①地域活

性化ビジョン、②アクションプラン、③検討体制構築について検討

していく

✓ 『日南海岸サイクルツーリズム協議会』の日南海岸サイクルツーリズムによる賑わいの創出を目的と
した取組みとして、令和4年度末（令和５年３月）までのアクションプランが概ね完了

✓ 今後の取組み方針を検討し、サイクルツーリズムに関連する活動の見直しが求められる

東九州自動車道開通を踏まえ
た取組推進

今後の取組方針 (案) の検討

R5年度以降の
取組方針を検討

今後の取組方針を検討

• R4年度までのアクションプランにおける取組状況や、東九州自動車道

の開通を踏まえた取組計画を策定することが必要

• そのために、改めて取組目標やターゲットを設定することが必要

• これまでの取組成果やR5年度の協議会にて得られた意見を踏まえ、

沿線自治体との協議により、

今後の取組方針として①目標、②課題と役割 (目指す 

姿と現状)、③検討体制構築について検討が必要
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■これまでの取組み 令和4年までのアクションプランについては概ね完了◎

⚫ 平成27年度の協議会設立以降、サイクリングルート設定、マップ作成・配布、自転車通行空間やルート案内サインの整備方針の検討、
試行区間での整備・効果検証を実施してきた。

⚫ 令和3年度以降は、東九州自動車道(清武南IC～日南北郷IC)の開通に向けて、令和5年度までのアクションプランを基に受入環境
の充実、サイクリングルートの整備等の各取組みを推進し、概ね完了している状況にある。

１-３.サイクルツーリズムに係るこれまでの取組み

5
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１-３.サイクルツーリズムに係るこれまでの取組み

①日南海岸の実情に応じた自転車通行空間の整備

・矢羽根を整備（日南海岸サイクリングルートにおいて概ね完了）
・山間部（カーブ箇所）において安全対策を実施

②サイクリストのサポート環境の拡充

・ルート案内サインを整備（交差点や分岐等において概ね完了）
・休憩施設を整備し、休憩機能の必須要件満足
・道の駅においてサイクルラック、空気入れ等を設置

＜矢羽根整備（一部の例）＞

県道郷之原日南線

県道宮崎空港線

県道海加江田線

ヤシの木など南国らしい
デザインのマークを設定

▲ルート案内サイン
（●●線）

▲日南駅

空気入れ

工具

サイクルラック

▲自転車マーク
（日南海岸サイクリングルート）

▲日南海岸サイクリングルート（10ルート）

整備状況

整備状況

整備状況

青島・堀切峠、日南隧道周辺、
都井岬周辺などで矢羽根・案内
サインを整備済

【総延長：約250㎞】

整備状況

サイクリングマップや案内サイン
（距離標）に活用

▲自転車マーク
（日南海岸サイクリングルート）

ヤシの木など南国らしい
デザインのマークを設定

▲日南駅（R4.8.1 設置）

▲道の駅酒谷

サイクルラック
サイクルラック
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１-３.サイクルツーリズムに係るこれまでの取組み

・日南海岸地域全体を対象としたサイクルマップを作成
・HP等での情報発信を実施（ひなたサイクルHPで情報公開しているが改良の余地あり）

・公共交通との連携：NCR要件の1つ「多様な交通手段に対応したゲートウェイ
（宮崎空港・宮崎駅）整備」達成のため必要な12項目のうち、11項目を達成
（空港における物品販売以外）
・宿泊サービスは、宿泊機能の必須要件（約60km間隔）満足
・シェアサイクル・レンタサイクルを導入（アシスト自転車も活用）

③サイクリストの利便性を高める取組

▲日南海岸サイクリングルートマップ

出典：国土交通省「GOOD CYCLE JAPAN」
サイクルツーリズムの推進 モデルルート

▲ひなたサイクルHP▲ガイド付きサイクリングツアー 案内ページ

動画なし

リンク先でエラー表示

■サイクルマップ ■HP等での情報発信

■公共交通との連携

出典：R6年度宮崎管内自転車走行環境整備検討業務

NCR指定要件
11項目整備済

▲ルート沿線の宿泊施設

立地の平均間隔
16.0km

■宿泊サービス ■レンタサイクル

▲電動アシスト付レンタサイクル
出典：日南海岸ツーリズム協議会HP

（2026.4.2時点）

▲電動アシスト付レンタサイクル
（都農町観光協会）

出典：R6年度宮崎管内自転車走行環境
整備検討業務

▲日南市内レンタサイクル案内

出典：日南市観光協会HP

総合案内：日南市観光協会

貸出場所：日南市観光案内所、おび天「蔵」、
 JR飫肥駅、 JR日南駅、
 JR油津駅、
 JR南郷駅

料金：普通車  ¥500/日
 e-Bike ¥2,000/日

手荷物預かり： ¥500/個
JR飫肥駅、JR日南駅、
JR油津駅、JR南郷駅

宿泊機能の必須要件
（約60km間隔）満足

サイクリスト向け
観光情報の提供

わかりやすい
サイクルルート紹介

取組み内容の定
期的な更新

ゲートウェイ (宮崎空港、宮崎駅) における機能整備状況

レンタサイクル・
シェアサイクル

必要な物品の購入

手荷物用のロッカー

着替えスペース

必要な工具の貸出

NCR要件 宮崎空港 宮崎駅

(近隣にサイクル関連の商品を
扱っている店舗あり)

(配送サービスあり)

(配達サービスはあり)

(トイレ) (トイレ)

TABIRIN(月間閲覧数
最大100万PV)を活用
した情報発信

要確認
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１-３.サイクルツーリズムに係るこれまでの取組み

④地域交流による憩いやくつろぎサービスの提供

・飲食店・宿泊施設等での情報提供：みちくさフリーペーパーで情報提供
・道の駅、港の駅でおもてなしサービス実施
・外国人向け宿泊サービスを実施（外国人客が宿泊可能な環境整備）
・観光ルートの提案（日南サイクリングルート 等）
・サイクリングマップ「ツール・ド・ミヤザキ」の周知

・「ツール・ド・南みやざき」のイベント開催支援
・「グレートアース宮崎」のイベント開催支援
・串間市において2027年開催の国スポに向け、自転車競技のロードレース会場
の整備を促進（THE ROAD RACE TOKYO）

⑤サイクルイベントの充実・拡大による交流の促進

■情報提供

出典：旅の情報誌「みちくさ」
平成29年2月号

■おもてなしサービス

道の駅、港の駅等と連携して整備

●サイクルチューブ ５本
●タイヤレバー ３ｾｯﾄ
●携帯空気入れ ３個

■ 「ツール・ド・ミヤザキ」の周知

■観光ルート提案

▲宮崎・日南・串間ルート

▲サイクリングマップ 「ツール・ド・ミヤザキ」

出典：宮崎市HP

主な配布場所：日南市、串間市、綾町、
西都市、宮崎市役所、宮崎県庁、
宮崎市観光案内所（宮崎駅）、
宿泊施設など

■イベント開催支援

▲「ツール・ド・南みやざき」2022

出典：串間市サイクリング協会HP

▲「GREAT EARTH」
出典：GREAT EARTH HP

宮崎・日南海岸ライド
■ロードレース会場の整備

▲2027年国スポ 自転車ロードレースコース

宮崎ライド
2017

■サポート支援

日本風景街道大学のエクスカーションの円滑な
開催のため、参加者と並走

▲コース図面、工程案

出典：H29協議会資料
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１-３.サイクルツーリズムに係るこれまでの取組み

⑥サイクルツーリズムの普及・拡大を通した地域振興の新たな取組

・サイクルツアーガイドの育成、支援
・観光協会や観光施設等との連携企画： レンタサイクル、シェアサイクル連携
・旅行会社とのコラボ企画を実施：サイクルロゲイニング
・地元 (関連団体・店舗・施設等) との連携を実施：地元イベント開催
・シェアサイクル普及促進事業を展開

■サイクルツアーガイドの育成、支援

出典：R4協議会資料

▲ツアーガイドの流れ（案）

サイクルツアー

ツアー会社（又は協議会）

宮崎県ひなた自転車協会

ツアーガイド

②ヒアリング

⑤請求

①ガイド申込

⑥支払い

④
ガ
イ
ド
対
応 ③ガイド手配・調整

⑦報酬支払

■サイクルツアーガイドの実態・実績

（宮崎県ひなた自転車協会聞取り）

(1) ガイド人数
県南地域の対応可 → 2名～3名

 ※県内全体では20名程度
 ※今後もガイド育成を図るため増える可能性有

(2) ガイド費用
1日12,000円／名 程度（企画費、保険料含む）

 ※ツアーの参加人数でガイドの必要数が変動
 → 参加者4～5人当たりガイド1名

※モニターツアー等であれば料金交渉も検討
 ※自転車のレンタルも対応可

 → 3,000円／台 程度（電動：4,000円／台）

(3) 連絡窓口
宮崎県ひなた自転車協会

（委託：ひなたシクロサービス） 事務局 岩切氏
TEL：090-2451-6895
E-mail： miya.cycling@gmail.com

(4) その他：
①日程や参加者の属性、予算を踏まえたアテンドが可能
②外国語対応も可（2名が対応可）
③観光ガイドは不可（サイクルツアーのアテンドのみ）

▼サイクルツアーガイドの体制・窓口

■シェアサイクル普及促進事業

■イベント開催

■観光施設との連携

レンタサイクルの情報発信

▲ツール・ド・九州2026 宮崎ステージ

出典：宮崎市HP

出典：宮崎市HP

出典：日南市観光協会HP

差替え
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２．日南海岸地域をとりまく変化

10
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２-１．道路開通で誕生するバイウェイ区間※の現状

伊比井潮風トンネルバイウェイ区間 伊比井潮風トンネルバイウェイ区間 伊比井潮風トンネルバイウェイ区間

日南富士トンネルバイウェイ区間 日南富士トンネルバイウェイ区間 宮浦トンネルバイウェイ区間

繁茂する沿道雑草 歩道の通行は困難 自転車通行を阻害する雑草

通行止め 繫茂する歩道の雑草 車道を阻害する沿道雑草

⚫ 日南防災事業により直轄国道管理区間から移管された旧国道220号は、交通量が減少する中、限られた予算で維持管理を行っ
ていく必要があり、負担が大きい状況である。

⚫ バイウェイの現状・課題を踏まえ、自転車関連に限らない日南海岸地域全体の今後の取組みを検討する必要がある。

※国道220号の道路整備により、直轄国道管理区間から移管された旧道区間
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２-２．日南海岸バイウェイあり方勉強会（令和３年～令和５年）

日南海岸地域における、国道、県道、市道など関連道路連携

や道路新設に伴う旧道区間のあり方など、新たな道路の価値創

造を図るべく、道路利活用策や持続的な道路管理体制等につい

て、情報共有・協議することを目的とする。

勉強会立ち上げ 目的

利用者が減少 管理レベルが低下

道路の魅力が低下
走りにくい、危険が多い

利用ニーズ不明や管理対応優先度が低下

バイウェイ区間の課題 今後の方向性
負のスパイラル。

伊比井潮風トンネルバイウェイ区間 宮浦トンネルバイウェイ区間

活かす
・地域振興
・観光振興

守る
・道路維持管理

日南海岸きらめきライン

民官学連携に
よる持続的な
道路活用・管理

国・県・市
協働

１：「活かす」と「守る」を官民学連携で推進する
※行政と道路協力団体との協働のあり方の検討

２：道路管理者が一体的に「守る」体制を構築する
※維持管理体制や管理水準のあり方の検討、災害発生時の対応など

利用者が減少 管理レベルが低下

道路の魅力が低下
走りにくい、危険が多い

利用ニーズ不明や管理対応優先度が低下
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２-２．日南海岸バイウェイあり方勉強会（令和３年～令和５年）

バイウェイの活用について議論
第１回勉強会内容を発表

「日南海岸のバイウェイ活用可能性」について議論をスタート！
R3.6の補講を受け
「第１回日南海岸地域のバイウェイあり方勉強会」開催

・バイウェイの活用を継続議論
第４回までの勉強会
内容を発表

利用者が減少するバイウェイを

限られた予算でどう管理するか

これまでのサイクルツーリズムに加え、

日南海岸の魅力を活かす取組みを！

未来のバイウェイが担う役割、管理

目的を明確化する

Ｒ３.１２ 第１回勉強会 開催 主なご意見

②学習・意見交換

Ｒ３.３
第１１回 日本風景街道大学
（Ｒ３.６補講）

①課題認識の共有

Ｒ４.１
第１２回 日本風景街道大学

・勉強会は「活かす」と「守る」
の2つの視点から実施
・バイウェイの活かし方紹介
・話題提供；小椋祥司氏
～日南海岸地域の魅力（資源）を生かして～

Ｒ４.３ 第２回勉強会開催

Ｒ４.８ 第３回勉強会開催

・特別講話：筑波大学 石田先生
・グループワーク
～バイウェイ（いるか岬）の活用～

新しいアクティビティ場所としているか岬を活かす
（サイクリストやライダー、釣り人など）

いるか岬に立ち寄っててもらうための
利用環境と道路空間を整備

③意見とりまとめ

Ｒ４.１１ 第４回勉強会開催

・特別講話：筑波大学 石田先生
・全３回の勉強会を
受けてバイウェイの
活かし方（案）の
とりまとめ
・終了後にアンケート
調査実施

張り出しデッキ・
写真スポット

Wi-Fiアクセスポイント

フィッシング

キッチンカー・
オープンカフェ

駐車帯・休憩スペース

自動車・自転車・新型モビリティ

サイクリスト休憩施設

駐車帯・自販機・トイレ

案内サイン

木陰・ベンチ

歩行・ランニングゾーン

❖いるか岬・整備イメージ

鳥瞰（クローズアップ）

④活用方策検討

Ｒ５.１ 第１３回 日本風景街道大学

Ｒ５.３ 第５回勉強会開催

バイウェイの活用・管理において密接関連道路制度活用の可能
性を検証することを確認。⇒協議会設立・関係者間の調整の
ハードルが高いことなどから途中段階で活用検討は停滞。

⑤今後の方針

※バイウェイ：国道220号の道路整備により、直轄国道管理区間から移管された旧道区間

ポジティブ

ネガティブ

〇バイウェイの活用・管理に関して関係者で議論することは「必要である」

〇一方、バイウェイの活用・管理の実現に向けては「課題がある」

〇道路空間整備イメージは賛成が多いものの法律、費用等で課題認識あり

• 高速自動車ネットワーク構築の進展に伴い、バイウェイの有効活用は喫緊の課題と認識
• 今後のバイウェイの交通量の少なさを逆手にとった利活用方法について、議論することは有意義
• 観光誘客促進の観点から、観光客の利便性の確保、好印象付けに繋がる景観保全が求められる
• バイウェイを市が管理するとなると県以上に難しく、行政も民間（地域住民）も意識改革・一体感が必要

• 交通量が減少する中、バイウェイを魅力的なスポット整備を行い、人を呼び込めるのか疑問
• 国道220号は落石や土砂災害の多い路線であり、これらを回避するためにトンネルを整備するため、バイウェイを過度に

整備すると災害による被害額増大につながる恐れがあることが懸念
• 管理者及び予算確保、各種設備の初期費用・管理費用と経済効果の釣り合いは取れるのか不明
• 管理・整備主体が見えてこない

• 海岸線が見えるスポット、沿道修景の植栽、魚釣り場など、車でも立ち寄りたくなる空間
• 自転車で眺望の良いいるか岬を目標に来る方も出てくるのではないか
• 植栽（コバノセンナやリュウゼツラン等）を集約するのは良い

• 現実的ではない案ばかりで実現が難しい
• 自然公園法上、デッキは現実不可能ではないか
• 道路管理者としては不要な施設のため、予算捻出が難しい

• 複数の市が関わる場合、情報を共有するためにも、各機関が意見交換できる機会・検討の場は必要
• 現状や課題を共有し、今後の持続的な整備や活動に活かしていくことが望ましい
• 日南海岸は、複数の自治体にまたがり、多数の施設管理者が存在
• 市は道路管理の立場の方のみだと受け入れる体制構築が困難なため、地域活性化等を絡めながらの意見交換が必要

• 設立目的や協議内容によるが、本勉強会との違いや、行政間に特化した想定される議題のイメージがわかない
• 協議会、地元と共に力を合わせるのであればプラットホームは必要だと思うが、現状のままであれば必要ないと思う

■プラットフォーム構築（定例会等）が必要

■検討視点やプラットフォームの役割を明確にすることが必要
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清武南IC～日南北郷IC

Ｒ５.３開通 Ｈ３０.３開通

日南北郷IC～日南東郷IC

東九州自動車道

日南防災(北区間)

H27年4月
規制区間解除

H15年6月
規制区間解除

H15年6月
規制区間解除

R2年4月1.8km
規制区間解除

日南防災(南区間)

延長1.7km 事業中

1

２ ３

１工区
延長1.5km 事業中

規制区間
(小内海～伊比井)

L=2.7km

規制区間区

(宮浦～風田)
L=11.2km

事業中

２-３．日南海岸沿線の道路整備

清武南IC～日南北郷IC

Ｒ５.３開通 Ｈ３０.３開通

日南北郷IC～日南東郷IC

東九州自動車道

日南防災(北区間)

H27年4月
規制区間解除

H15年6月
規制区間解除

H15年6月
規制区間解除

R2年4月1.8km
規制区間解除

日南防災(南区間)

延長1.7km 事業中

1

２ ３

１工区
延長1.5km 事業中

規制区間
(小内海～伊比井)

L=2.7km

規制区間区

(宮浦～風田)
L=11.2km

事業中
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２-４. 東九州道整備による日南海岸地域における交通変化など

⚫ 東九州自動車道開通により平日・休日ともに交通量が増加している。
⚫ 宮崎市・日南市を結ぶ東九州自動車道と国道220号を利用した周遊が可能となり、宮崎県南地域の観光産業の活性化が加速

している。

宮崎西IC
みやざきにし

清武IC
きよたけ

清武JCT
きよたけ

清武南IC
きよたけみなみ

宮崎IC
み や ざ き

日南北郷IC
にちなんきたごう

日南東郷IC
にちなんとうごう

油津IC （仮称）
あ ぶ ら つ

日南市
にちなん

宮崎市
みや ざ き

田野IC
た の

令和5年3月25日
開通

延長 17.8km

日南市役所◎

宮崎市役所◎

県道28号

3,824 
(台/12h)

県道28号 987(台/12h)

国道220号

6,735 
(台/12h)

国道220号

4,350 
(台/12h)

東九州

自動車道

7,690 
(台/12h)

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

開通前 開通1年後

■道路交通状況の変化（宮崎市方向と日南市方向の南北を往来する交通量）

■全車交通量（左図①②③断面交通量）

10,559
(台/12h）

13,027
(台/12h）

1

3

1

3

2

凡例

高速道路
国道
主要地方道
一般県道

２車線
４車線

開通区間
開通済区間
事業中区間

1

3

74％減
(開通前比)

35％減
(開通前比)

■全車交通量 （日南北郷IC～日南東郷IC） （左図④交通量）

3,223
（台/12h）

7,615
（台/12h）548

（台/12h）

912
（台/12h）

3,771
（台/12h）

8,527
（台/12h）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

開通前 開通1年後

小型車

大型車
2.3倍に
増加

(開通前比)

※2 ※4

（台/12h）

※1 ※4

４

2

2,468台/12h増

23％増加
(開通前比)

約6割が

東九州自動車道
を利用

南郷IC （仮称）
な ん ご う

（台/12h）

※4【R6・開通１年後（平日）】
国道220号・県道28号：交通量調査結果（2024年3月27日（水） 7:00～19:00）
東九州自動車道：国土交通省トラフィックカウンターデータ（2024年3月27日（水） 7:00～19:00）
※5【R6・開通１年後（休日）】
東九州自動車道：国土交通省トラフィックカウンターデータ（2024年3月24日（日） 7:00～19:00）

※1【R3・開通前】
国道220号・県道28号：令和3年度 全国道路・街路交通情勢調査一般交通量調査
※2【R5・開通前（平日）】
東九州自動車道：国土交通省トラフィックカウンターデータ（2023年3月14日（火） 7:00～19:00）
※3【R5・開通前（休日）】
東九州自動車道：国土交通省トラフィックカウンターデータ（2023年3月12日（日） 7:00～19:00）

3,156
（台/12h）

7,163
（台/12h）135

（台/12h）

216
（台/12h）

3,291
（台/12h）

7,379
（台/12h）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

開通前 開通1年後

小型車

大型車

＜平日＞ ＜休日＞

（台/12h）

2.2倍に
増加

(開通前比)

※3 ※5

宮崎IC

清武IC

宮崎西IC
◎宮崎市役所

都井岬

道の駅くしま
＜開通前＞

90分圏域

＜開通後＞
90分圏域

宮崎空港

凡例

開通区間
開通済区間
事業中区間

来場者数が1.5倍に増加
43万人（R4）⇒65万人（R5）

■県南地域の主要観光地アクセス

※所要時間は宮崎空港から算出（R3道路交通センサス）

資料：R6.5 ヒアリング結果（道の駅くしま）

【観光バス関係者のコメント】

○東九州自動車道の開通により、観光
地の滞在箇所・滞在時間の増加に
つながっている。

○往復で異なるルート選定が可能にな
り、お客様満足度が向上。

資料：R6.2 ヒアリング結果

【日南市 観光関係者のコメント】

○通勤などの日常生活での移動が東九州
自動車道に移ったことで、観光施設のあ
る国道220号も走りやすくなった。

○コロナ禍も収束し、観光客が戻ってきてい
る。東九州自動車道と国道220号を組み
合わせた周遊コースがてきていると感じ
ている。

■宮崎市⇔道の駅なんごうの所要時間変化

75 分
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宮崎・日南市間の利用回数

資料：R6.2 ヒアリング結果

稼働率
（％）

利用回数
（回/年）

■観光バス会社の便数増加

資料：ETC2.0プローブデータ （宮崎市役所⇔道の駅なんごう）
【開通前】R5.2 （休日） 24h 【開通後】R6.2 （休日） 24h

所要時間（分）
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売上

客数

■道の駅なんごう売り上げの変化

資料：R6.5 ヒアリング結果

客数
（人/月）

売上
（万円/月）

東九州自動車道
（清武南IC～日南北郷IC）

R5.3.25開通

売上の増加傾向

＜開通前＞国道220号利用
＜開通後＞東九州自動車道利用

道の駅
なんごう

港の駅めいつ

＜開通後＞
60分圏域

60分圏域が拡大！
・飫肥城
・道の駅酒谷
・港の駅めいつ

開通後周遊ルート
（イメージ）

凡例

開通区間

延長 17.8km

東
九
州
自
動
車
道

日南北郷IC

清武南IC
清武JCT

道の駅
田野

日南東郷IC

＜開通前＞
60分圏域

う ど じんぐう

鵜戸神宮

青島神社

道の駅
フェニックス

道の駅きたごうさかたに

道の駅酒谷 お び じょう

飫肥城

志布志湾大黒
イルカランド
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２-５．連携協力道路制度（令和７年改正） ー制度概要ー

国土交通省道路局R7.2 (https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001863814.pdf)

宮崎県道路メンテナンス会議
・密接関連道路制度を活用し、将
来的に、既往の「宮崎県道路メン
テナンス会議」の中の協議事項に、
「歩道や連続する円滑な自転車通
行空間を確保するために、並行す
る旧国道（地方道）と、直轄国道等
の間において、適切な道路管理を
進めていくに当たって必要な事項」
を協議する内容を、追加できない
か？
→協議会では「地域の様々な課
題にも対応：道路協力団体制度を
活用し適切な道路管理を進めてい
くに当たって必要な事項」等の検
討が今後必要。

「密接関連道路制度
（道路法28条の２）」

□道路法

（連携協力道路の管理）

第20条の2 隣接し、又は近接する二以上の市町村の区域に存する道路（高速自動車国道及び第四十八条の四に規定する自動車専用道路を除

く。）のうち、その維持、修繕その他の管理を関係道路管理者間における連携及び協力により効率的かつ効果的に行う必要があるもの（第

二十七条第五項及び第五十五条の二において「連携協力道路」という。）については、関係道路管理者は、第十三条第一項及び第三項並び

に第十五条から第十七条までの規定にかかわらず、協議して別にその管理の方法を定めることができる。

２ 前項の規定による協議が成立した場合においては、関係道路管理者は、成立した協議の内容を公示しなければならない。

16
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３．今後の検討方針・協議会のあり方＜第１号議案＞ 

17
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サイクルツーリズム以外のツーリズムも対象

道路空間利活⽤⽅策の検討【ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄ】

持続可能な実施・管理体制の確⽴

３-１.今後の方針

 従来のサイクルツーリズム協議会における取組み経緯等を再確認した上で、日南海岸地域での持続可能な地域活性化⽅策・道路
活⽤・道路管理等を包括的に検討することが求められる。

 「日南海岸地域サイクルツーリズム協議会」をサイクルツーリズム及び多分野を含む内容を検討する協議会へ進化させ、道路管理の
維持・修繕等の持続可能な管理のあり⽅については「日南海岸地域の道路管理検討協議会」にて検討する。

日南海岸地域の
道路管理検討協議会

道路管理の維持・修繕等に係る事項

• ⽇南海岸地域のバイウェイを対象に国⼟交通省、
宮崎県、宮崎市、⽇南市、串間市の道路管理者で
道路の維持、修繕、その他管理について協議

• 当該協議により分担すべき費用の額及び分担方法
等を検討

「連携協力道路制度（道路法20条の２）」
「密接関連道路制度（道路法28条の２）」など

企画部会︓⾃治体・⺠間
ツーリスト受け入れ環境の充実

(ソフト施策)

①サポート環境の拡充(休憩施設)
②利便性を⾼める取組(休憩施設)
③憩いやくつろぎサービスの提供
④サイクルイベントの充実・拡大
⑤地域振興の新たな取組

整備部会︓道路管理者
⾃転⾞通⾏空間の整備

(ハード施策)

①⾃転⾞通⾏空間の整備(矢羽根)
②サポート環境の充実(案内サイン)

宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
国⼟交通省 九州地方整備局 宮崎河川国道事務所
宮崎大学
日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会
道の駅なんごう、道の駅フェニックス、道の駅くしま
ひなた⾃転⾞協会
宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、
串間市サイクリング協会
宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所
宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会
宮崎県警察本部

「未来」･･･単なる現状維持から⻑期的な視点に⽴った持続可能な発展を目指す
「創造」･･･新しいアイディアや価値を生み出し、課題解決に取り組む姿勢

従
来

今
後

日南海岸未来創造協議会

１

２

３

ポ
イ
ン
ト

日南海岸サイクルツーリズム協議会
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３-２.日南海岸未来創造協議会への進化

⚫ 「日南海岸未来創造協議会」では、サイクルツーリズム及び他分野の多岐にわたる課題に対する取組み実施に向けて、道路管理者
と民間団体が協働して、具体的内容の検討を行う。

目的
日南海岸サイクルツーリズムの利便性向上、賑わいの創出を目的とし、
設立（協議会、作業部会としての企画部会、整備部会を組織）

日南海岸地域における賑わい創出を目指し、各種ツーリズムの活
性による地域活性を図り、地域の魅力向上を目的とする。

検討
事項

各部会（企画部会・整備部会）検討事項の審議 ① サイクルツーリズム以外も含めた、日南海岸地域の地域活性化
に向けた具体的取組み内容の検討

② 道路管理者は当該地域の地域特性、交通特性等を考慮した上で
持続可能な道路管理のあり方を検討

構成員

●事務局：日南市

  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
  宮崎河川国道事務所、宮崎大学
日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会

  道の駅なんごう、道の駅フェニックス
  宮崎県サイクリング協会
  宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、
串間市サイクリング協会

  宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所
  宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会
  宮崎県警察本部

●事務局：日南市
  赤字：協議会委員

  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
  宮崎河川国道事務所、宮崎大学
  日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会
  道の駅なんごう、道の駅フェニックス
  宮崎県サイクリング協会
  宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、
串間市サイクリング協会

  宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所
  宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会
  宮崎県警察本部

【意見交換内容】
• 「日南海岸サイクルツーリズム協議会」の名称・目的の変更
• 日南海岸地域において２つの協議会を設置し、検討を進める体制について
• 各協議会における検討事項（取組み内容）について

・両組織は構成団体、協議結果が重複する部分が
ある場合、相互に連携（協議結果等は適時共有）

企画部会：自治体・民間
ツーリスト受け入れ環境の充実

【ソフト施策】

▼検討事項
サポート環境拡充（休憩施設）
利便性を高める取組
憩いやくつろぎサービス提供
サイクルイベントの充実・拡大
地域振興の新たな取組

整備部会：道路管理者
自転車通行空間の整備

【ハード施策】

▼検討事項
自転車通行空間
の整備（矢羽根）
利用環境の充実
（案内サイン）

■日南海岸サイクルツーリズム協議会 ■（仮）日南海岸地域の道路管理検討協議会

日南海岸サイクルツーリズムの利便性向上、
賑わいの創出を目的とし、設立
（協議会、作業部会としての企画部会、整備部会を組織）

R2年度までに協議会を６回、企画部会を８回、整備部会を５回実施

日南海岸地域を通過する道路の効率的な管理、災害時対応、今後のあり方
を協議・情報共有する組織

（道路法28条の2密接関連道路に関する協議・情報共有の場）

協議会
▼検討事項
各部会検討事項の審議

（仮）日南海岸地域の道路管理検討協議会

▼検討事項
交通上密接する道路ネットワークの管理、災害時対応の協議・情報共有
（道路協力団体等の「民」との連携検討含む）
道路新設に伴う旧道のあり方検討（地域・交通状況に応じた道路空間等
の検討）

企画部会：自治体・民間
ツーリスト受け入れ環境の充実

【ソフト施策】

▼検討事項
サポート環境拡充（休憩施設）
利便性を高める取組
憩いやくつろぎサービス提供
サイクルイベントの充実・拡大
地域振興の新たな取組

整備部会：道路管理者
自転車通行空間の整備

【ハード施策】

▼検討事項
自転車通行空間の整備（矢羽根）
利用環境の充実（案内サイン）

【参加団体】
  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県（協議会・部会）
  宮崎河川国道事務所（協議会・部会）
  宮崎大学（協議会・部会）
  日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会（部会）
  道の駅なんごう、道の駅フェニックス（部会）
  宮崎県サイクリング協会（部会）
  宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、串間市サイクリング協会（部会）
  宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所（部会）
  宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会（部会）
  宮崎県警察本部（部会オブザーバー）

【参加団体】
  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
  宮崎河川国道事務所
  日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会

・両組織は構成団体、協議結果が重複する部分が
ある場合、相互に連携（協議結果等は適時共有）

・協議結果に応じて、両組織統合の可能性有り

※当面は各々での実施を想定

日南海岸サイクルツーリズム協議会
目的

日南海岸未来創造協議会

張り出しデッキ・
写真スポット

Wi-Fiアクセスポイント

フィッシング

キッチンカー・
オープンカフェ

駐車帯・自販機・トイレ

案内サイン

木陰・ベンチ

歩行・ランニングゾーン

❖いるか岬・整備イメージ

鳥瞰（クローズアップ）

サイクリスト休憩施設

自動車・自転車・新型モビリティ

駐車帯・休憩スペース

イメージ

日南海岸サイクルツーリズム協議会

日南海岸未来創造協議会
・必要に応じて適宜開催

作業部会
・議題は状況を踏まえ適宜設定
・内容に応じてメンバー選出
・企画グループ、整備グループ
⇒より柔軟な会議開催を実現

年1回開催 年1回開催

年1回開催

年1回程度開催

必要に応じ働きかけ

●事務局：宮崎県

  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
  宮崎河川国道事務所
  宮崎大学、日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会
  道の駅なんごう、道の駅フェニックス
  宮崎県サイクリング協会
  宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、
串間市サイクリング協会

  宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所
  宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会
  宮崎県警察本部

宮崎大学（地域資源創成学部 杉山教授）
宮崎県スポーツ協会、宮崎県旅行業協会
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３-３．日南海岸未来創造協議会 作業部会開催イメージ

■日南海岸サイクルツーリズム協議会 ■（仮）日南海岸地域の道路管理検討協議会

日南海岸サイクルツーリズムの利便性向上、
賑わいの創出を目的とし、設立
（協議会、作業部会としての企画部会、整備部会を組織）

R2年度までに協議会を６回、企画部会を８回、整備部会を５回実施

日南海岸地域を通過する道路の効率的な管理、災害時対応、今後のあり方
を協議・情報共有する組織

（道路法28条の2密接関連道路に関する協議・情報共有の場）

協議会
▼検討事項
各部会検討事項の審議

（仮）日南海岸地域の道路管理検討協議会

▼検討事項
交通上密接する道路ネットワークの管理、災害時対応の協議・情報共有
（道路協力団体等の「民」との連携検討含む）
道路新設に伴う旧道のあり方検討（地域・交通状況に応じた道路空間等
の検討）

企画部会：自治体・民間
ツーリスト受け入れ環境の充実

【ソフト施策】

▼検討事項
サポート環境拡充（休憩施設）
利便性を高める取組
憩いやくつろぎサービス提供
サイクルイベントの充実・拡大
地域振興の新たな取組

整備部会：道路管理者
自転車通行空間の整備

【ハード施策】

▼検討事項
自転車通行空間の整備（矢羽根）
利用環境の充実（案内サイン）

【参加団体】
  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県（協議会・部会）
  宮崎河川国道事務所（協議会・部会）
  宮崎大学（協議会・部会）
  日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会（部会）
  道の駅なんごう、道の駅フェニックス（部会）
  宮崎県サイクリング協会（部会）
  宮崎市サイクリング協会、日南市サイクリング協会、串間市サイクリング協会（部会）
  宮崎商工会議所、日南商工会議所、串間商工会議所（部会）
  宮崎市観光協会、日南市観光協会、串間市観光物産協会（部会）
  宮崎県警察本部（部会オブザーバー）

【参加団体】
  宮崎市、日南市、串間市、宮崎県
  宮崎河川国道事務所
  日南海岸地域シーニックバイウェイ推進協議会

・両組織は構成団体、協議結果が重複する部分が
ある場合、相互に連携（協議結果等は適時共有）

・協議結果に応じて、両組織統合の可能性有り

※当面は各々での実施を想定

⚫ 日南海岸未来創造協議会「作業部会」において、「企画グループ」にてソフト施策に関する検討を行い、ツーリスト受け入れ環境の充
実を図り、「整備グループ」では、ハード施策を中心に、道路環境の快適性向上及び空間利活用などに関する取組み実施に向けて検
討を行う。

目的
日南海岸地域を通過する道路の効率的な管理、災害時対応など、今後の整備・維持管理方法を協
議・情報共有すること

関連道路制
度

連携協力道路制度、密接関連道路制度（道路法28条の２）など

対象 日南海岸地域のバイウェイ区間（旧国道220号）

協議事項

道路管理の維持・修繕等に係る事項
• 国土交通省、宮崎県、宮崎市、日南市、串間市の道路管理者で道路の維持、修繕、そ

の他管理について協議
• 当該協議により分担すべき費用の額及び分担方法等を検討

構成員

●道路管理者＋民間団体で構成
宮崎河川国道事務所
宮崎市、日南市、串間市、宮崎県

目的

企画グループ

• 日南海岸地域における賑わい創出を目的とし、サ
イクルツーリズムを核としつつ、他分野のツーリ
ズムも含めた受入環境の充実や地域資源の活用方
策を検討すること

関連道路
制度

• 連携協力道路制度、密接関連道路制度など

対象
• 日南海岸地域全体
• 観光資源

構成員
• 現在の企画部会メンバー
• 必要に応じて民間事業者・有識者などを追加

協議事項
（案）

• 受入環境の充実
➢サポート環境拡充（休憩・宿泊施設等）
➢利便性を高める取組（レンタサイクル等）
• 体験価値・サービスの向上
➢憩いやくつろぎサービスの提供（滞在性向上）
➢ツーリズムイベントの充実・拡大
• 地域振興・観光展開
➢ツーリズム（ドライブ・食・体験等）間の連携
➢地域資源を活用した新たな観光施策
➢誘客促進・情報発信（マップ、Web、SNS）

整備グループ作業部会

• 日南海岸地域における安全で快適な移動環境の確
保を目的とし、道路利用の基盤となる自転車通行
空間の整備および道路空間の利活用方策を検討す
ること

• 日南海岸地域の道路ネットワーク
• 自転車通行空間・道路附属施設

• 現在の整備部会メンバー
• 必要に応じて警察・関係団体・有識者などを追加

• 道路利用の基盤整備
➢自転車通行空間の整備（矢羽根、路面標示等）
➢利用環境の充実（案内サイン、ルート誘導）
• 安全性・走行環境の向上
➢危険箇所対策（交差点、山間部等）
➢快適な走行環境の確保
• 道路空間の利活用 ※道路管理検討協議会との連携
➢バイウェイ区間の利活用
➢自転車以外の利用も考慮した空間再編
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